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起 立 不 能 を 呈 し た 育 成 牛 に お け る 非 定 型
散 発 性 牛 白 血 病 の 1 例
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要     約

8カ月齢ホルスタイン種乳牛が起立不能を呈した．右下顎リンパ節相当部に腫瘤を認めたため，牛白血病を疑い血液
検査および針吸引細胞診を実施したが，確定診断に至らなかった．病理解剖においては，環椎および胸椎にも腫瘤が存
在し脊髄を圧迫していた．病理組織学的に，腫瘍細胞はBLA－36抗原陽性であり，B細胞性リンパ腫と診断した．BLV
抗体は陰性であった．これらのことから，本症例は非定型若齢牛の散発性牛白血病と考えられた．
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